
【予算特別委員会】　
新年度予算を聞く ·····························４

【令和５年度予算】　
学校建設始動！ ································２

【一般質問】　
学校教育関係、福祉行政ほか ···············８
【特集】　
４年間の軌跡 ··································12

議会だより議会だより
令和５年
４月21日発行 №116

六戸町議会
ホームページ
QRコード

　町内の小学校で４月７日、入学式が開かれた。４月から学校での新型コロナ
ウイルス対策のマスク着用ルールが緩和され、４年ぶりに多くの新１年生たち
がマスクを着用せずに式典に出席していた。
　入学式後、教室に戻ると、担任教諭と一緒にジャンケンでおおはしゃぎ。
笑顔を見せる１年生たち。（大曲小学校）

元気いっぱい 新１年生！
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令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
の
新
規
事
業
は
、

（
仮
称
）
六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校
六
戸
学
園
の

建
設
。
町
立
図
書
館
建
設
。
特
定
空
き
家
の
除
却

工
事
な
ど
で
す
。

令
和
５
年
度
予
算

イメージ図

新しい学校、今から楽しみ
ぼく達は、今通っている六戸小学校の最後
の卒業生になるそうです。少し寂しい気持
ちもあるけど、新しい学校の教室は広いの
かな、昼休みに今よりたくさんの友達と
サッカーできるかな。とても楽しみです。

空き家対策に期待
私が住む地域でも、空き家が年々増加して
きていると感じています。空き家は保安上
の危険性があります。空き家になる前に、
相談ができる体制になるように支援して
欲しいです。

三戸叶多さん
（折茂新田・10歳）

吉田　承彦さん
（上町・54歳）

当
初
予
算
、前
年
度
よ
り
28・６
％
増

学
校
建
設
、始
動
！

イメージ写真

＊乳幼児インフルエンザ予防接種事業の対象者を
中学３年生まで拡大
＊町ホームページリニューアル
＊舘野公園施設改修

その他、注目事業

新規就農者育成総合対策
交付金
1800万円

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
総
額
は
、
１
１

７
億
８
３
６
７
万
円
で
す
。

う
ち
、
一
般
会
計
は
78
億
７

９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
28
・
６
％
の
増
額
と
な
り

ま
す
。

　

主
な
要
因
は
、（
仮
称
）

六
戸
町
立
義
務
教
育
学
校
六

戸
学
園
建
設
事
業
や
、
農
村

整
備
事
業
負
担
金
等
の
実
施

に
よ
り
、
増
加
す
る
も
の
で

す
。 一

般
会
計
の
当
初
予
算

78
億
７
９
０
０
万
円

空き家対策事業
1077万円

（仮称）六戸町立義務教育学校
六戸学園建設事業関連など

　

まちの声まちの声

今回は舘野公園内の希少価値が高い動植物の紹介です。舘野公園・動植物
トピックス



一般会計当初予算と人口の推移
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令
和
５
年
度
予
算

会 計 名 当初予算額 前年度対比
一般会計 78億7900万円 17億5400万円 28.64%

特
別
会
計

国 民 健 康
保 険 12億6746万円 △1047万円 △0.82%

下 水 道 5億2634万円 884万円 1.71%

農 業 集 落
排 水 1億3974万円 △1157万円 △7.65%

介 護 保 険 14億3505万円 △8836万円 △5.80%

後期高齢者
医 療 1億4469万円 △365万円 △2.46%

国 民 健 康
保険診療所 3億9137万円 △3540万円 △8.29%

合　　計 117億8367万円 16億1336万円 15.86%
※金額はすべて1万円未満の金額を切り捨てているので、合計額と一致しません。

【
地
方
交
付
税
】

　
町
の
財
政
力
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】

　
町
が
行
う
事
業
に
対
し

て
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金

【
町
債
】

　
事
業
の
財
源
に
充
て
る

た
め
国
な
ど
か
ら
借
り
た

お
金

【
人
件
費
】

　
職
員
の
給
与

【
扶
助
費
】

　
児
童
手
当
や
医
療
費
助

成【
公
債
費
】

　
事
業
を
行
う
と
き
に
借

り
た
お
金
の
返
済
金

【
普
通
建
設
事
業
費
】

　
道
路
や
学
校
な
ど
の
建

設
費

【
補
助
費
】

　
補
助
金
や
交
付
金
な
ど

【
物
件
費
】

　
旅
費
や
消
耗
品
費
な
ど

78
億
７
９
０
０
万
円

5年度　各会計の当初予算額

財
政
用
語
の

解　
　
　
説

一般会計 78億7900万円の内訳

10774108511094710994

55
億
４
５
０
０
万
円

54
億
７
２
１
０
万
円

61
億
２
５
０
０
万
円

町税
13億8301万円
（17.6％）

繰入金
5億4460万円（6.9％）

分担金及び
負担金
315万円（0.0％）

使用料及び
手数料
3806万円（0.5％）

諸収入
3100万円（0.4％）

財産収入、寄附金、
繰越金
4328万円（0.5％）

地方交付税
20億9000万円
（26.5％）

国庫支出金
9億3484万円
（11.9％）

県支出金
8億2912万円
（10.5％）

町債（借入金）
16億5840万円
（21.1％）

譲与税、交付金
3億2350万円
（4.1％）

扶助費
12億2919万円
（15.6％）

人件費
7億7660万円
（9.9％）

公債費
4億3540万円
（5.5％）

普通建設事業
23億3882万円
（29.7％）

補助費等
8億6147万円
（10.9％）

繰出金
9億5203万円
（12.1％）

物件費
11億97万円
（14.0％）

その他（維持補修・積立金・
貸付金・投資・予備費）
1億8434万円
（2.3％）

災害復旧事業費
13万（0.0％）

　定例会では、町民に密接に関係するさまざまな事項が審議されていて、
どなたでも傍聴できます。町政への知識を深め、町政を身近に感じるため
に、議会を傍聴しませんか？
　次回は６月に改選後の初議会が開催されます。

　■問　議会事務局　☎55－4547

議会を傍聴しませんか？

ベニバナイチヤクソウ～きれいなピンク色の花を咲かせる草花です。里山ゾーンでアカマツの根に
寄生して生育していますので、移植しても生育できません。漢方薬としての効果があります。

舘野公園・動植物
トピックス
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予
算
特
別
委
員
会

　

３
月
定
例
会
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
予
算

を
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
杉
山
茂
夫
委
員

長
）
が
、
３
月
７
日
、
８
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
す
べ
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

交
付
金
の
使
い
道

問　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
※
核
燃
料
物
質
等
取
扱
税

交
付
金
事
業
の
5
千
万
円
の

基
金
積
立
の
目
的
は

答　
小
林
企
画
財
政
課
長

　
令
和
８
年
度
に
国
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
予
定
の
た

め
、
競
技
会
場
と
な
る
メ
イ

プ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
の
改
修
工

事
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

問　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
改
修
の
予
算
規
模
は

答　
長
谷
教
育
課
長

　
令
和
４
年
度
の
実
施
設
計

で
は
、
約
１
億
円
の
見
込
み

で
す
。

※「
核
燃
料
物
質
等
取
扱
税

交
付
金
」と
は 

…

　

原
子
力
発
電
施
設
等
の
立
地

市
町
村
及
び
周
辺
市
町
村
に
対

し
、
市
町
村
が
実
施
す
る
防

災
・
安
全
対
策
、
民
生
安
定
対

策
や
地
域
振
興
策
等
に
関
す
る

事
業
を
対
象
に
青
森
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問　
下
田
敏
美
委
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
率
が
一
部
の
交
付
金
の

支
給
要
件
に
反
映
さ
れ
る
と

聞
い
た
が
、
当
町
の
申
請
率

と
、
交
付
金
へ
の
影
響
は

答　
円
子
町
民
課
長

　
２
月
28
日
時
点
で
の
申
請

率
は
、
72
・
４
％
で
す
。

答　
小
林
企
画
財
政
課
長

　
現
在
、
交
付
金
に
影
響
は

な
い
見
込
み
で
す
。
今
後
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
等
に
よ
っ
て
は
変
更
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
推
移
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ろ
く
の
へ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

問　
種
市
正
孝
委
員

　
ろ
く
の
へ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

育
成
事
業
の
実
績
は
。
今
後

の
活
動
予
定
は

答　
高
橋
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
　
課
長

　
令
和
５
年
２
月
に
熊
本
県

合
志
市
で
開
催
の
、
地
元
サ

イ
コ
ウ
！
映
像
祭
に
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
応
募
作
品
４
０

０
点
ほ
ど
の
中
か
ら
佳
作
に

入
賞
し
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
は
３
か
年
事
業
の
最
後
の

年
と
な
る
の
で
、
授
業
で
作

成
す
る
動
画
以
外
に
も
、
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を
何
本
か

作
成
し
た
い
と
計
画
し
て
い

ま
す
。出

産
・
子
育
て

応
援
給
付
金

問　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付

金
の
内
容
は

答　
吉
田
福
祉
課
長

　
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
保
健
師
の

相
談
支
援
に
あ
わ
せ
て
、
妊

娠
期
に
５
万
円
、
出
産
期
に

５
万
円
、
合
計
10
万
円
の
給

付
金
の
支
給
を
行
い
ま
す
。

イ

ベ

ン

ト

問　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
今
年
は
町
政
施
行
66
周
年

に
な
る
が
、
六
戸
町
の「
６
」

に
ち
な
ん
だ
数
字
の
た
め
、

何
か
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
て
み
て
は

答　
高
橋
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
　
課
長

　
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
の

タ
イ
ト
ル
に
、
66
周
年
記
念

と
う
い
う
冠
を
新
た
に
つ
け

た
形
等
、
予
算
の
範
囲
内
で

対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄

問　
松
橋
一
男
委
員

　
ご
み
の
不
法
投
棄
が
減
る

よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か

答　
円
子
町
民
課
長

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
依
頼
し
、
4
月
か
ら
11
月

の
間
、
町
内
の
監
視
及
び
、

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
ご
み

の
回
収
作
業
を
行
っ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

新年度予算を聞く

な
く
な
ら
な
い
不
法
投
棄

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
は
町
民
課
ま
で

ニホンハッカ～日本在来のミントです。さつき沼の岸辺に生息している草花です。この植物からとれる清涼感の
ある香りの成分は防虫効果もあり、チューインガムの材料にも活用されています。さし芽で簡単に増やせます。

舘野公園・動植物
トピックス
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予
算
特
別
委
員
会

診

療

所

問　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
新
設
さ
れ
る
整
形
外
科
外

来
の
診
療
内
容
は

答　
辻
浦
診
療
所
事
務
長

　
現
在
診
療
所
に
あ
る
機
器

を
使
用
し
、
内
服
薬
や
注
射

な
ど
、
や
れ
る
範
囲
で
の
診

療
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問　
苫
米
地
繁
雄
委
員

　
外
来
収
入
の
見
通
し
は

答　
辻
浦
診
療
所
事
務
長

　
令
和
4
年
度
の
実
績
額
は

1
億
３
８
０
０
万
円
の
見
込

み
で
す
。
令
和
5
年
度
は
整

形
外
科
の
収
入
、
検
査
も
従

来
ど
お
り
に
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
1
億
５
２
０

０
万
円
の
見
込
み
で
す
。

自

殺

対

策

問　
松
橋
一
男
委
員

　
自
殺
対
策
事
業
の
具
体
的

な
内
容
は

答　
吉
田
福
祉
課
長

　
六
戸
町
い
の
ち
支
え
る
自

殺
対
策
協
議
会
を
設
置
し
、

多
職
種
の
委
員
と
、
自
殺
総

合
対
策
の
推
進
、
及
び
情
報

交
換
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
殺
者
数
が
減

少
す
る
よ
う
に
啓
発
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策

問　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
空
き
家
を
略
式
代
執
行
で

１
件
除
去
す
る
予
定
の
よ
う

だ
が
、
そ
の
場
所
は

答　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
上
吉
田
地
区
の
建
物
で
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

問　
高
坂
茂
委
員

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
今
後
の
見
通

し
は
。
ま
た
、
接
種
料
金
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

答　
吉
田
福
祉
課
長

　
高
齢
者
や
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
方
は
、
年
２
回
の
接

種
の
予
定
で
す
。
そ
れ
以
外

の
方
は
年
１
回
の
接
種
の
方

向
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
接
種
費
用
は
、
来
年

の
３
月
ま
で
は
国
が
全
額
負

担
す
る
予
定
で
す
。

土

地

開

発

問　
下
田
敏
美
委
員

　
当
町
は
※1

農
業
振
興
地
域

が
多
く
、
宅
地
等
へ
の
開
発

が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
部

分
が
多
い
と
感
じ
る
が
、

※２

農
振
除
外
は
簡
単
に
で
き

る
も
の
か

答　
佐
藤
農
政
課
長

　
農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
場
合
、
農
振
除
外

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

※
１「
農
業
振
興
地
域
」と
は 

…

　

農
業
の
振
興
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
地
域
で
、
市

町
村
が
将
来
的
に
農
業
上
の
利

用
を
確
保
す
べ
き
土
地
と
し
て

指
定
し
た
区
域
で
す
。

※
２「
農
振
除
外
」と
は 

…

　

農
業
の
振
興
を
促
進
す
る
土

地
に
お
い
て
、
農
地
を
宅
地
や

駐
車
場
に
し
た
い
場
合
に
行
う

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域

の
指
定
を
外
す
手
続
き
の
こ
と
。

就

農

者

問　
高
坂
茂
委
員

　
新
規
事
業
の
就
農
者
育
成

総
合
対
策
交
付
金
の
対
象
者

と
、
そ
の
内
容
は

答　
佐
藤
農
政
課
長

　
新
た
に
就
農
す
る
方
を
対

象
に
し
て
お
り
、
経
営
開
始

資
金
と
し
て
年
間
１
５
０
万

円
を
3
年
間
援
助
し
ま
す
。

ま
た
、
経
営
発
展
支
援
と
し

て
、
機
械
や
施
設
、
リ
ー
ス

料
等
に
関
し
て
上
限
額
７
５

０
万
円
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。

学

校

建

設

問　
山
本
実
委
員

　
（
仮
称
）
六
戸
学
園
の
建

設
工
事
は
、
当
初
予
算
で
間

に
合
う
の
か
。
ま
た
、
入
札

方
法
は

答　
長
谷
教
育
課
長

　
コ
ロ
ナ
禍
で
資
材
価
格
が

上
昇
し
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
て
い

る
状
況
と
聞
い
て
い
ま
す
。

85
億
5
千
万
円
の
事
業
規
模

で
２
か
年
事
業
で
終
了
で
き

る
予
定
で
す
。

答　
小
林
企
画
財
政
課
長

　
入
札
方
法
に
つ
い
て
は
検

討
中
で
す
。

問　
下
田
敏
美
委
員

　
今
年
度
実
施
の
建
設
工
事

の
内
容
は

答　
長
谷
教
育
課
長

　
六
戸
高
校
校
舎
の
解
体
及

び
新
校
舎
建
築
、
機
械
設
備
、

そ
れ
に
伴
う
電
気
設
備
、
図

書
館
の
建
設
を
予
定
し
て
い

ま
す
。国

保
シ
ス
テ
ム

問　
高
坂
茂
委
員

　
国
民
健
康
保
険
標
準
シ
ス

テ
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か答　
円
子
町
民
課
長

　
国
保
事
務
は
、
法
令
等
に

基
づ
き
各
市
町
村
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各

市
町
村
で
運
用
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
標
準
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

国
保
業
務
に
関
す
る
資
格
事

務
な
ど
を
全
国
統
一
の
標
準

的
な
仕
様
に
移
行
し
、
業
務

の
効
率
化
を
進
め
る
予
定
で

す
。

防

災

無

線

問　
高
坂
茂
委
員

　
防
災
無
線
の
音
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
所
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
改
善
す
る
予
定
は

答
　
舘
総
務
課
長

　
風
向
き
等
の
影
響
で
、
ど

う
し
て
も
聞
き
取
り
に
く
い

場
所
も
あ
り
ま
す
。
音
量
等

の
調
整
は
あ
る
程
度
は
で
き

ま
す
が
、
劇
的
な
改
善
は
難

し
い
の
が
現
状
で
す
。
町
で

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
か
ら
同
じ
情
報
を
配
信
し

て
い
ま
す
の
で
、
ア
プ
リ
を

活
用
し
、
情
報
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新年度予算を聞く

　診療所の整形外科は毎週火曜、午前中のみ
です。診療内容等、詳細は診療所までお問い
合わせください。

町では、災害などの緊急時における、情報
伝達手段として、情報配信アプリ「ろくの
へ防災・行政ナビ」を運用しています。
ダウンロードし、ぜひご利用ください。

Android用 iPhone用Android用 iPhone用

トミヨ属淡水型（イバラトミヨ）～体長５cm程度のトゲウオの仲間の淡水魚です。公園北側の湿地帯に
生息しています。環境省では「絶滅のおそれのある地域個体群」に指定されています。ピンポン玉ぐら
いの巣を作るのが特徴です。

舘野公園・動植物
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補
正
予
算

◆
一
般
会
計
２
５
７
１
万
円

を
減
額

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
で
は
、
２
５
７
１
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

67
億
８
７
５
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
事
業
の
確
定
や
見

込
み
額
の
精
査
に
よ
る
も
の

で
す
。
う
ち
、
補
正
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
内
置
き

去
り
防
止
シ
ス
テ
ム
ほ
か

（
１
２
６
万
円
）

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
謝
礼

（
４
６
１
万
円
）

・
町
内
会
防
犯
灯
電
気
料
補

助　
　
　
（
１
４
２
万
円
）

・
道
路
除
雪
業
務
ほ
か

（
８
５
３
万
円
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
の
た
め
に
空
気

清
浄
機
ほ
か　

　
（
２
６
２
万
円
）

　
こ
の
ほ
か
に
、
各
特
別
会

計
も
補
正
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

条
例
改
正

◆
国
民
健
康
保
険
で
の
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
額
の

変
更

　
出
産
育
児
一
時
金
の
金
額

が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

支
給
額
が
８
万
円
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
改
正

後
の
出
産
育
児
一
時
金
の
総

支
給
額
は
、
町
国
民
健
康
保

険
条
例
施
行
規
則
の
加
算
額

と
合
わ
せ
50
万
円
と
な
り
ま

す
。

負
担
付
贈
与

◆
青
森
県
立
六
戸
高
等
学
校

の
土
地
建
物
等
を
六
戸
町

へ
　
青
森
県
立
六
戸
高
等
学
校

の
土
地
建
物
等
を
六
戸
町
立

義
務
教
育
学
校
及
び
六
戸
町

立
図
書
館
と
し
て
利
用
す
る

た
め
、
青
森
県
所
有
の
土
地

建
物
等
を
受
納
す
る
も
の
で

す
。

・
贈
与
者　
青
森
県

・
目
的　
六
戸
町
立
義
務
教

育
学
校
及
び
六
戸
町
立
図

書
館
の
用
途
と
し
て
利
用

・
条
件　
契
約
締
結
の
日
か

ら
10
年
間
、
六
戸
町
立
義

務
教
育
学
校
及
び
六
戸
町

立
図
書
館
と
し
て
利
用

町
道
認
定

◆
新
た
に
２
路
線
を
町
道
と

し
て
認
定

・
路
線
名

第
２
舘
野
線

▽
起
点

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

　
柴
山
３
番
地
１
５
７

▼
終
点

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

　
柴
山
４
番
地
１
６
８

第
３
舘
野
線

▽
起
点

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

　
柴
山
４
番
地
１
５
9

▼
終
点

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

　
柴
山
39
番
地
68

契

約

◆
小
松
ケ
丘
処
理
区
流
域
下

水
道
接
続
20
工
区
（
処
理

場
撤
去
）
工
事
内
容
変
更

　
工
事
着
手
後
に
構
造
物
取

壊
費
及
び
土
工
費
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
で
す
。

・
契
約
先

　
（
株
）
佐
藤
建
設
工
業

・
契
約
金
額

　
（
変
更
前
）

　
２
億
７
３
６
９
万
円

　
（
変
更
後
）

　
２
億
８
６
０
９
万
円

　

一
般
質
問
の
傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
答
弁
は
要
約

し
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
に
傍
聴
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
町
の
事
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

定
例
会
の
会
議
録
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

後
日
確
認
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
記
事
内
容
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
員
活
動
の
報
告
を

　
３
月
の
議
会
だ
よ
り
に
全
議
員
の
年
間
の
活
動

内
容
の
報
告
、
議
会
参
加
日
数
等
の
報
告
が
あ
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
60
代　

女
性
）

町へ贈与された六戸高等学校

小
中
一
貫
校
開
校
に
向
け
て
頑
張
っ
て

　
教
育
関
係
の
方
々
、
小
中
一
貫
校
開
校
に
向
け

て
大
変
で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
る
事
で
、
子
供
達
の
安
全

が
守
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。　
（
60
代　

女
性
）

傍聴席
から

意見

3月月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

令和５年４月21日発行　6

３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

タナゴ～体長8cm程度の日本在来の淡水魚で、さつき沼で発見されました。環境省絶滅危惧1Ｂ類に指定
されているとても希少な魚で、２枚貝の中に産卵する特徴があり、貝がいないと生きていけません。
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▼
終
点

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

　
柴
山
４
番
地
１
６
８

第
３
舘
野
線

▽
起
点

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

　
柴
山
４
番
地
１
５
9

▼
終
点

　
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

　
柴
山
39
番
地
68

契

約

◆
小
松
ケ
丘
処
理
区
流
域
下

水
道
接
続
20
工
区
（
処
理

場
撤
去
）
工
事
内
容
変
更

　
工
事
着
手
後
に
構
造
物
取

壊
費
及
び
土
工
費
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
で
す
。

・
契
約
先

　
（
株
）
佐
藤
建
設
工
業

・
契
約
金
額

　
（
変
更
前
）

　
２
億
７
３
６
９
万
円

　
（
変
更
後
）

　
２
億
８
６
０
９
万
円

7　ろくのへ議会だより　No.116

審
議
し
た
議
案

審議した議案の 否賛
議　　案　　名

採
決
賛
否

審
査
結
果

採
決
日

専決処分 令和４年度一般会計補正予算（第６号）（2210万円を増額補正） 承認

　
　

３
月
９
日

契約の
一部変更

青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市町村総合
事務組合の規約の変更（令和5年6月1日から、構成団体に八戸市が加入し、共同処理
する事務のうち、市町村税等の滞納整理に関する事務に、八戸市及び十和田市を加え
る）

全
員
賛
成

可　
　

決

条　　例

六戸町議会の個人情報の保護に関する条例（個人情報の保護に関する法律の一部改正
に伴い、議会が地方公共団体の機関から除外されるため、六戸町議会の個人情報の保護
に関し必要事項を定める）
六戸町個人情報保護法施行条例（個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、六戸
町個人情報保護条例を廃止し、必要事項を定める）
六戸町学童保育所設置条例の一部を改正する条例（六戸小学校第一なかよし会の定員
を適正規模の40人とする）
六戸町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例（子ども医療費の助成の実施期間
を3年間延長）
六戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例（健康保険法施行令等の一部を改正す
る政令の公布に伴い、出産育児一時金の額を改正）
六戸町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例（道路法施行令の一部改正に伴い、
準用している道路占用料の額を改定）

町道認定
町道の路線認定（道路法の規定に基づき、新たに舘野地区の２路線を町道の路線として
認定）

令和４年度
補正予算

一般会計補正予算（第７号）（2571万円を減額補正）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）（既定の歳入予算を調整）

下水道事業特別会計補正予算（第３号）（1億5373万円を減額補正）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）（250万円を減額補正）

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）（8125万円を減額補正）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）（818万円を減額補正）

国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第３号）（474万円を増額補正）

令和５年度
予　算

一般会計予算（78億7900万円。前年度より17億5400万円増）

国民健康保険事業特別会計予算（12億6746万円。前年度より1047万円減）

下水道事業特別会計予算（5億2634万円、前年度より884万円増）

農業集落排水事業特別会計予算（1億3974万円、前年度より1157万円減）

介護保険事業特別会計予算（14億3505万円、前年度より8836万円減）

後期高齢者医療特別会計予算（1億4469万円、前年度より365万円減）

国民健康保険診療所事業特別会計予算（3億9137万円、前年度より3540万円減）

負担付贈与
の受納

負担付贈与の受納（青森県立六戸高等学校の土地建物等を六戸町立義務教育学校及び
六戸町立図書館として利用するため、青森県所有の土地建物等を受納する）

工事の契約
工事の請負契約の変更（小松ケ丘処理区流域下水道接続20工区（処理場撤去）工事、構
造物取壊工及び土工の増加のため金額変更）

第１回定例会（開会３月3日）

ムラサキセンブリ～2000年の段階で青森県では絶滅種とされていた草花です。現在は環境省絶滅
危惧種、青森県Ａランクとされており、県内では舘野公園を含め３か所でしか確認されていない、
とても希少な植物です。

舘野公園・動植物
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一
般
質
問

学校建設に地元企業を
積極的に活用していきたい ― 町長

問問　
町
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
、
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
か

町
長
町
長　
調
査
等
は
行
っ
て

い
な
い
た
め
、
実
態

把
握
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に

対
し
て
は
、
教
育
委
員
会
と

情
報
を
共
有
し
、
ケ
ー
ス
に

問問　
ひ
と
り
親
世
帯
に
対

し
て
の
支
援
の
内
容
は
。

ま
た
、
新
た
に
検
討
し
て
い

る
支
援
は
あ
る
の
か

町
長
町
長　
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
や
就
学
資
金
、

生
活
資
金
の
貸
付
、
ひ
と
り

親
医
療
費
助
成
や
資
格
取
得

の
費
用
の
助
成
等
の
支
援
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
段
階

盛
も り

田
た

 嘉
よ し

彦
ひ こ

議員 ３
月
定
例
会
は
、
３
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

応
じ
て
必
要
な
支
援
や
、
関

係
機
関
と
の
連
携
調
整
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問問　
判
明
し
た
場
合
の
対

応
は

町
長
町
長　
障
害
福
祉
や
児
童

福
祉
、
高
齢
福
祉
な

ど
の
担
当
部
署
で
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。
福
祉
課
に

で
は
、
新
た
な
支
援
に
つ
い

て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問問　
ひ
と
り
親
世
帯
に
は

延
長
保
育
や
、
町
内
で

の
※
病
児
保
育
の
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か

福
祉
課
長

福
祉
課
長　
延
長
保
育
は
、

保
育
所
の
人
員

等
の
問
題
に
よ
り
19
時
ま
で

が
限
度
で
あ
り
、
病
児
保
育

児
童
家
庭
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
は
看
護
師
、
保
育

士
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
現
状
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

問問　
令
和
7
年
度
（
仮

称
）
六
戸
学
園
開
校
に

向
け
、
町
内
の
企
業
、
事
業

所
を
積
極
的
に
参
入
さ
せ
る

考
え
は
あ
る
か

町
長
町
長　
町
始
ま
っ
て
以
来

の
大
規
模
な
事
業
の

た
め
、
町
内
を
は
じ
め
地
域

の
企
業
も
積
極
的
に
活
用
し
、

地
域
一
丸
と
な
っ
て
開
校
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
よ

り
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

工
事
発
注
に
つ
い
て
は
様
々

な
要
素
を
基
に
検
討
中
で
す
。

問問　
開
校
に
向
け
て
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
台
数
、

送
迎
経
路
、
運
行
時
刻
等
ど

の
よ
う
な
計
画
で
進
め
る
予

定
か

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
は

把
握
で
き
て
い
な
い
―
町
長

ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
は

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
―
町
長

町
長
町
長　
令
和
４
年
度
、
ダ

イ
ヤ
編
成
支
援
シ
ム

テ
ム
を
導
入
し
、（
仮
称
）

六
戸
学
園
の
建
設
予
定
地
を

中
心
に
、
バ
ス
を
回
送
し
た

場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
現
段
階
で

は
、
町
保
有
の
バ
ス
と
、
民

間
バ
ス
の
台
数
で
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
台
数
は
賄
え
る
見
込

み
で
す
。
バ
ス
停
や
送
迎
経

路
、
時
刻
表
は
検
討
中
で
、

令
和
6
年
度
に
は
必
要
な
届

出
等
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

※「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」と
は 

…

　

大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て

い
る
家
事
や
、
家
族
の
世
話
な

ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子

ど
も
の
こ
と
。

※「
病
児
保
育
」と
は 

…

　

主
に
保
育
所
に
通
う
子
ど
も

が
病
気
に
か
か
っ
た
場
合
に
、

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
保
護

者
の
方
に
代
わ
っ
て
保
育
士
や

看
護
師
が
保
育
、
ま
た
は
看
護

す
る
こ
と
を
い
う
。

子
ど
も
た
ち
の
登
校
の
足
と
な
っ
て
い
る

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

イヌザクラ～桜の仲間で、三沢市周辺が日本の生育地の北限といわれています。六戸町では舘野公園で1本
確認されているだけの希少な桜です。桜類は花は咲きますが１本だけだと種子ができない性質があり、舘野
公園のこの桜は種で増やすことはできません。

舘野公園・動植物
トピックス
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一
般
質
問

杉
す ぎ

山
や ま

 茂
し げ

夫
お

議員

問問　
※
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
の
実
施
状
況

は町
長
町
長　
町
内
３
か
所
の
こ

ど
も
園
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
は
、
年
間
延
べ
約
１
３

０
０
組
の
親
子
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

※「
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
」と
は 

…

　

保
護
者
や
未
就
学
の
子
供
が

交
流
し
、
仲
間
づ
く
り
や
子
育

て
に
関
す
る
情
報
交
換
と
、
身

近
な
地
域
で
の
相
談
や
支
援
な

ど
を
行
う
場
。

問問　
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
※
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
実
施
は

町
長
町
長　
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
、

こ
ど
も
園
の
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
や

活
動
を
支
援
し
、
母
親
同
士

の
交
流
や
情
報
交
換
、
相
談

の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
不
定
期

の
一
時
保
育
利
用
に
対
す
る

図
書
館
移
転
後
の利活

用
は

住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
討
―
町
長

ニ
ー
ズ
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

現
在
こ
ど
も
園
に
委
託
し
て

い
る
、
一
時
預
か
り
事
業
で
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
体
制
を
取

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

実
施
の
検
討
は
行
っ
て
い
な

い
状
況
で
す
。

※「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」と
は 

…

　

保
護
者
や
未
就
学
の
子
供
が

交
子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
た

め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
保

育
園
や
幼
稚
園
な
ど
保
育
施
設

と
し
て
の
機
能
で
は
な
く
、
地

域
に
お
け
る
相
互
援
助
組
織
の

こ
と
。

問問　
図
書
館
の
移
転
後
に
、

子
育
て
支
援
拠
点
施
設

（
絵
本
や
遊
具
の
こ
ど
も
広

場
等
）
や
町
民
サ
ロ
ン
（
自

動
販
売
機
型
カ
フ
ェ
や
交

流
・
談
話
ス
ペ
ー
ス
）
と
し

て
活
用
し
て
は

町
長
町
長　
子
育
て
支
援
拠
点

施
設
の
事
業
は
、
町

内
３
か
所
の
こ
ど
も
園
の
施

設
で
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、

図
書
館
施
設
で
の
実
施
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
町
民
サ
ロ
ン
と
し

て
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
現

在
利
用
す
る
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
図
書
館
の
移
転

後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
事
業
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
、
有
効
活
用
を
図
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問問　
現
図
書
館
は
、
エ
ア

コ
ン
も
整
備
さ
れ
、
児

童
図
書
室
も
あ
る
。

　
高
齢
者
向
け
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
よ
う

に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
冬
場
で
も
室
内
で

遊
べ
る
子
育
て
支
援
の
拠
点

施
設
と
し
て
考
え
て
は

町
長
町
長　
子
育
て
支
援
施
設

を
町
で
つ
く
り
、
提

供
す
る
の
は
、
当
町
の
よ
う

な
規
模
の
自
治
体
で
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
そ
の
中
で
一
番
大
事

な
こ
と
は
、
新
し
い
義
務
教

育
学
校
が
で
き
、
今
ま
で
知

ら
な
い
者
同
士
が
、
同
じ
立

場
で
議
論
を
す
る
こ
と
で
、

町
全
体
の
立
場
で
意
見
を
集

約
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
考
え

で
歩
み
出
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
ど
う
有
効
活
用
し
て

い
く
か
は
、
子
ど
も
向
け
施

設
が
良
い
か
、
住
民
向
け
に

別
の
活
用
方
法
が
あ
る
の
か
、

住
民
が
同
じ
視
点
で
考
え
る

こ
と
で
、
解
決
で
き
る
も
の

と
願
っ
て
い
ま
す
。

問問　
現
図
書
館
は
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
が
あ
る
の
で
、
ス

マ
ホ
も
パ
ソ
コ
ン
も
使
え
る
。

勉
強
や
仕
事
、
打
合
せ
の
談

話
室
と
し
て
考
え
て
は

町
長
町
長　
今
の
ご
質
問
の
趣

旨
と
同
じ
よ
う
に
、

図
書
館
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効

的
に
、
自
由
に
使
え
る
よ
う

に
す
る
の
も
可
能
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
様
々
な
意
見
を
集
約
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

移
転
が
決
ま
っ
て
い
る
町
立
図
書
館

ミクリ～さつき沼とホタルゾーンの水辺に生育している水草です。環境省準絶滅危惧種に指定
されています。かつては水田の雑草とされていましたが、農薬の影響で激減したといわれてい
ます。栗のイガのような種子をつけます。

舘野公園・動植物
トピックス
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一
般
質
問

問問　
高
齢
者
の
移
動
手
段

と
し
て
シ
ニ
ア
カ
ー
が

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ニ

ア
カ
ー
が
通
れ
る
ほ
ど
幅
が

あ
る
歩
道
は
あ
ま
り
な
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
、

歩
道
を
整
備
す
る
考
え
は

町
長
町
長　
新
設
さ
れ
る
道
路

に
つ
い
て
は
道
路
構

造
令
や
そ
の
他
の
構
造
に
関

す
る
基
準
に
基
づ
き
整
備
し
、

通
行
に
は
支
障
が
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
既
存

の
道
路
に
つ
い
て
は
段
差
解

消
や
転
倒
防
止
等
の
課
題
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
シ
ニ

ア
カ
ー
の
利
用
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

シ
ニ
ア
カ
ー
向
け
の

歩
道
整
備
は

新
設
道
路
で
は
整
備
―
町
長

問問　
（
仮
称
）
六
戸
学
園

開
校
か
ら
4
年
後
に
は

児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、

空
き
教
室
が
で
き
る
と
思
う

が
、
そ
の
利
活
用
は

教
育
長

教
育
長　
特
別
な
配
慮
が

必
要
な
児
童
生
徒

の
学
習
の
場
、
少
人
数
制
の

学
習
の
場
な
ど
、
多
目
的
で

実
用
的
な
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

問問　
空
き
教
室
を
利
用
し
、

1
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
児

童
数
を
30
人
に
し
て
は

教
育
長

教
育
長　
国
が
定
め
た
教

員
数
の
定
数
が
あ

る
た
め
、
そ
れ
を
上
回
る
人

数
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
町
独

自
の
採
用
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
現
状
で
は
、
そ
の

定
数
に
沿
っ
た
教
員
配
置
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

松
ま つ

橋
は し

 一
か ず

男
お

議員

空き教室の利活用は
多目的なスペースとして活用 ― 教育長

※汚泥肥料に補助する考えは
国の動向を見極め決めていきたい ― 町長

問問　
肥
料
高
騰
対
策
と
し

て
、
ま
た
、
肥
料
の
国

産
化
を
後
押
し
す
る
意
味
で
、

汚
泥
肥
料
の
購
入
に
補
助
金

を
出
す
考
え
は

町
長
町
長　
汚
泥
を
原
料
に
し

た
肥
料
は
、
重
金
属

を
含
む
デ
メ
リ
ッ
ト
が
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
国
も
重
金
属

管
理
の
手
引
書
を
作
成
す
る

な
ど
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
利
用
さ
れ
る
科
学
肥

料
と
比
較
す
る
と
、
安
価
で

あ
り
、
町
と
し
て
も
国
の
動

向
を
見
極
め
、
推
移
を
見
守

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
カ
ー
は
歩
行
者
に
分
類
さ
れ
ま
す

※「
汚
泥
肥
料
」と
は 

…

　

汚
泥
を
乾
燥
や
粉
砕
、
発
酵

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
肥
料
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
も
の
で
す
。

　

カキツバタ～水辺の植物で環境省準絶滅危惧種に指定されています。アヤメやノハナショウブに似たきれいな
花を咲かせますが、花びらに白い斑紋があるのが特徴です。ホタルゾーンの湿地帯に生育しています。
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一
般
質
問
の
検
証
・
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み
ほ
か

　
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

第
73
回
総
会
が
２
月
27
日
に

開
か
れ
、
地
方
自
治
の
進
展

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た

町
村
議
会
議
員
に
対
し
て
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
村
議
会
議
員
と
し
て
15

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治

に
功
績
が
あ
っ
た
者
と
し
て

川
村
重
光
議
員
に
全
国
議
長

会
表
彰
を
、
19
年
以
上
在
籍

し
た
円
子
德
通
議
員
、
11
年

以
上
在
職
し
た
下
田
敏
美
議

員
、
高
坂
茂
議
員
、
久
田
伸

一
議
員
、
杉
山
茂
夫
議
員
が

そ
れ
ぞ
れ
県
議
長
会
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

地方自治の進展に貢献　～全国議長会表彰、県議長会表彰～

　
1
月
30
日
、
議
員
全
員
協

議
会
で
一
般
質
問
の
検
証
を

行
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
員
会
で

質
問
の
精
査

　
令
和
元
年
6
月
か
ら
令
和

4
年
9
月
ま
で
の
定
例
会
に
、

延
べ
35
人
１
４
１
項
目
の
一

般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
検
証
の
流
れ

と
し
て
、
定
例
会
で
出
さ
れ

た
一
般
質
問
を
大
ま
か
な
質

問
事
項
と
質
問
要
旨
に
分
け
、

町
側
の
答
弁
者
及
び
担
当
課

を
項
目
ご
と
に
整
理
し
ま
す
。

質
問
し
た
内
容
の
う
ち
、
町

側
か
ら
の
回
答
の
必
要
性
な

ど
を
精
査
す
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

全
員
協
議
会
で
検
討

　
検
討
の
結
果
、
今
回
は
１

項
目
を
町
側
か
ら
回
答
を
求

め
る
事
項
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
検
証
の
方
法
、
必
要

性
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
、

今
後
の
一
般
質
問
の
検
証
を

そ
の
後
を
調
査

一
般
質
問

検　
　
証

３
月
３
日
開
会
の
３
月
定
例
会
で

表
彰
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

行
う
上
で
の
改
善
点
を
確
認

し
ま
し
た
。

町
側
へ
回
答
を
求
め
た

一
般
質
問
事
項

◆
具
体
的
質
問
要
旨

　
七
百
地
区
内
の
既
存
歩
道

が
狭
く
、
段
差
が
あ
る
。
障

害
者
の
車
椅
子
も
通
れ
る
幅

の
広
い
歩
道
整
備
を
お
願
い

し
た
い

町
か
ら
の
回
答

　
道
路
構
造
令
で
は
、
歩
行

者
の
交
通
量
に
応
じ
て
歩
道

を
設
置
す
る
こ
と
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

幅
員
に
つ
い
て
は
歩
行
者
の

交
通
の
状
況
を
考
慮
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
歩

行
者
の
増
加
等
に
よ
り
道
路

を
改
築
す
る
場
合
は
、
道
路

構
造
令
の
規
定
に
基
づ
く
幅

員
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
歩
行
者
の
増
加
が

み
ら
れ
な
い
た
め
、
既
存
歩

道
の
拡
幅
の
計
画
の
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

川村重光議員円子德通議員下田敏美議員高坂茂議員久田伸一議員杉山茂夫議員

会
議
で
の
発
言

　

先
日
、
某
紙
で
こ
ん
な
記
事
を
目
に

し
た
。

　

そ
の
方
は
国
鉄
に
入
社
し
分
割
民
営

化
を
経
て
Ｊ
Ｒ
九
州
の
社
長
に
な
っ
た

方
で
、
民
間
企
業
に
出
向
し
た
時
の
体

験
を
書
い
て
い
た
。
驚
い
た
の
は
次
の

一
文
で
あ
る
。

　

会
議
も
国
鉄
と
は
全
く
違
っ
た
。
発

言
者
の
少
な
い
国
鉄
と
違
い
、
会
議
で

発
言
し
な
い
と
次
か
ら
は
呼
ば
れ
な
く

な
る
。
発
言
し
な
い
人
の
動
機
は
自
己

保
身
に
あ
り
。
会
社
の
た
め
に
は
皆
発

言
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。

　

そ
こ
で
４
年
間
の
自
身
の
議
員
生
活

を
振
り
返
っ
て
み
た
。
一
般
質
問
は
最

初
の
頃
は
２
回
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
あ

っ
た
が
、
最
後
の
頃
に
は
３
回
に
１
回

く
ら
い
に
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
。
予
算
特
別

委
員
会
で
も
発
言
が
多
い
方
で
は
な
い
。

決
算
特
別
委
員
会
で
も
同
様
。
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
。
会
議
に
呼
ば
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

今
期
の
議
会
定
例
会
は
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
今
後
も
町
民
の
声
を
届
け
る

た
め
、
会
議
で
発
言
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
。

議
会
広
報
委
員　

松
橋　

一
男

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

広
報
委
員
の

サイハイラン～野生ランの仲間の草花です。ランの仲間は盗掘の被害にあうことが多く、
この花も同様です。この花が舘野公園に生育していたのはとても驚きです。このような
草花は自然に生育しているからこそ貴重なのです。大事に見守ってください。

舘野公園・動植物
トピックス
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年度 月日 主な内容

令和元年度

5月
⃝第１回臨時会
　新体制で議会がスタート。正副議長等が決定。

６月
⃝第２回定例会
　契約…総合体育館の老朽化に伴い、防水工事等の大規模改修（Ⅱ期工事）
　　　　（7745万円）

11月19日
～22日

⃝県外行政視察（徳島県松茂町議会、那賀議会、高知県黒潮町、四万十市）
　議会改革の推進、産業振興の推進、環境づくりを調査研修のために行いました。
※１月、新型コロナウイルス感染症が全国的に流行

令和２年度

6月

⃝第２回定例会
契約…総合体育館の老朽化に伴い、体育館の玄関や外壁等の大規模改修（Ⅲ期工事）
　　　（1億1055万円）
一般会計補正予算（第３号）を可決　
→コロナウイルス対策予算が主となった。返還率50％のプレミアム商品券の予算
も含まれた。

「六戸町長及び六戸町議会の議員の期末手当の支給の特例に関する条例」を可決
→令和2年6月に支給される町長及び議員の期末手当を、コロナ対策費へ充てる
ため、支給額を20％削減しました。

9月

⃝第４回定例会
「六戸町課設置条例の一部を改正」を可決
→「産業課」を「農政課」へ名称を改め、新たに「まちづくり推進課」を設置しました。
「六戸町空家等対策協議会条例」を可決
→空家等の対策について協議する場として新たに設置されました。

令和３年度 6月
⃝第３回定例会
　「六戸町印鑑条例の一部を改正する条例」を可決
　→マイナンバーカードを利用し、印鑑証明書が取得可能になりました。

令和４年度

6月
⃝第２回定例会
　一般会計補正予算（第１号）可決
　→議会にタブレットが導入されることとなりました。

7月
⃝第３回臨時会
　契約…小松ケ丘処理区流域下水道接続20工区（処理場撤去）工事
　　　　　　（2億5300万円）

9月

⃝第４回定例会
六戸町議会会議規則の一部を改正
→議場及び委員会の会議室内での情報通信端末機器を使用するための規定を整備
しました。

9月30日
⃝要望書
　診療所へ発熱外来の開設するよう町へ要望書を提出しました。

10月18日
～21日

⃝県外行政視察（島根県飯南町議会、鳥取県琴浦町議会、江府町議会）
　移住・定住、産業振興の推進、義務教育学校を調査研修のために行いました。

12月16日 ⃝六戸高等学校生徒による模擬議会

年月日 主な調査事項 主な内容

令和元年
9月19日

学校教育に関して教育課より
聞き取り調査

少子化の進展に伴う学区の見直しや、六戸高校跡地の利活用等、
町内の学校教育に関する現状等について調査

令和元年
11月5日 六戸消防署の視察 地域の防災や救急救命体制についてなど学ぶ

令和２年
２月８日

ＰＴＡ役員、スポーツ少年団
指導者等と意見交換会を開催 町の教育力を高めるをテーマに調査

令和２年
３月１９日 六戸中学校舎の現地調査 六戸中学校校舎の、老朽化に伴う雨漏りなどの調査

令和２年
８月１８日

総務課、企画財政課、教育課
から聞き取り調査

新型コロナウイルス感染症への対応。第５次六戸町総合振興計画
を含む今後の町づくり。リモート授業に向けた準備状況、臨時休
校等に伴う学校行事の調整状況について

令和３年
２月１９日 教育課から聞き取り調査 小中一貫校についての情報を確認情報共有を行った。

令和４年
６月３０日

義務教育学校建設予定地を
視察（六戸高等学校敷地内） 令和５年度から建設が始まる義務教育学校の予定地を現地調査

令和４年
７月１日

タブレット活用の現状を視察
（六戸小学校）

タブレットがどのように授業で活用されているのか、教員のICT
についての習熟度等について確認等を行った。

令和４年
１２月２１日 総務課と会計課に関して調査

六戸町職員の定年等。六戸町議会の個人情報の保護に関する条例
について。令和４年４月１日から現在までの基金管理運用状況と
債券運用状況について調査

本会議

４年間の議会活動の軌跡 をたどる特　集

年月日 主な調査事項 主な内容

令和元年
8月5日

産業課、建設下水道課の現状
調査 事業内容等の現状を確認、調査

令和元年
8月23日 町民課、福祉課の現状調査 事業内容等の現状を確認、調査

令和２年
２月15日

町内の農業者、商業者、観光
協会等と意見交換会を開催

六戸町の産業振興をテーマに、危惧しているところ、農業と商業
の連携、将来の見通しについて課題を調査

令和２年
８月４日 福祉課、産業課の現状調査

福祉課に係るコロナ関係を含めた福祉対策、産業課に係るコロナ
関係の経済対策について

令和２年
８月２０日

スマート農業実演会の
現地視察（大原地区の圃場）

スマート農業実演会の現地視察を行い、
スマート農業について理解を深める

令和２年
１１月５日 舘野公園の今後の活用を調査

舘野公園再生について、
建設下水道課より聞き取り調査

令和２年
１２月２３日 国民健康保険診療所の現状調査

町診療所の近年の経営状況、訪問看護部門の状況、コロナへの対
応について確認

令和３年
8月・9月
11月・12月

福祉課より聞き取り調査 福祉課からコロナウイルス感染症の状況及び予防接種の状況を調査

令和４年
８月２２日 ８月豪雨の被害状況視察 ８月豪雨の被害箇所を現地調査

常任委員会 総務常任委員会

常任委員会 産業民生常任委員会

　

オオバン～さつき沼で繫殖している水鳥です。全身が真っ黒で顔だけが白い、とても分かりやすいカモの仲間
です。この鳥よりも少し小さく、同じように全身真っ黒で、顔だけが赤い「バン」という水鳥も見ることがで
きます。さつき沼では年間20種ほどのカモ類が観察できます。

舘野公園・動植物
トピックス

今回の舘野公園の動植物は、六戸高等学校元教頭先生の奈良岡隆樹さんからの紹介でした。
舘野公園を散歩して、ぜひ探してみてください。

舘野公園・動植物
トピックス



■発行日：令和５年４月21日　　■発行：六戸町議会　　　■編集：議会広報委員会
〒039－2392 青森県上北郡六戸町大字犬落瀬字前谷地60　TEL：0176－55－4547 FAX：0176－55－3112　URL：https://www.town.rokunohe.aomori.jp

　
令
和
5
年
4
月
30
日
を
も
っ
て

議
員
の
任
期
が
満
了
し
、
私
た
ち

広
報
委
員
も
今
回
の
議
会
だ
よ
り

１
１
６
号
の
編
集
を
持
っ
て
最
後

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
4
年
間
、

ご
愛
読
さ
れ
た
町
民
の
皆
様
へ
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
町

議
会
と
町
民
を
結
ぶ
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
の
思
い
で
、

「
ま
ち
の
声
」、「
傍
聴
席
か
ら
」、

「
キ
ラ
リ
六
戸
人
」
な
ど
町
民
参

加
型
の
記
事
を
掲
載
し
、
今
年
度

で
閉
校
す
る
六
戸
高
校
生
の
模
擬

議
会
の
様
子
を
皆
様
に
お
届
け
で

き
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
議
会
広
報
誌

の
全
国
表
彰
の
目
標
は
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
表
彰
の

夢
は
、
次
期
の
広
報
委
員
会
に
委

ね
る
こ
と
に
し
て
、
今
期
最
後
の

編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

　
広
報
委
員
　
杉
山
　
茂
夫

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
盛
　
田
　
嘉
　
彦

副
委
員
長　
松
　
橋
　
一
　
男

委　
　

員　
川
　
村
　
重
　
光

杉
　
山
　
茂
　
夫

　
長
　
根
　
一
　
男

　
種
　
市
　
正
　
孝

発
行
責
任
者

議　
　

長　
川
　
村
　
重
　
光

編
集
後
記

町
の
皆
様
に
感
謝

　

令
和
５
年
４
月
末
日
を
も
っ
て
、

議
会
を
構
成
す
る
議
員
の
任
期
が

満
了
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
春
の
改
選
以
降
、
六

戸
町
議
会
は
町
議
会
議
員
と
し
て

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
町

政
の
発
展
へ
の
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

新
体
制
発
足
後
も
、
六
戸
町
議

会
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
理

解
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
戸
町
議
会

議　

長　

川

村

重

光

副
議
長　

下

田

敏

美

議　

員　

苫
米
地

繁

雄

議　

員　

山　

本　
　
　

実

議　

員　

円

子

德

通

議　

員　

高　

坂　
　
　

茂

議　

員　

久

田

伸

一

議　

員　

杉

山

茂

夫

議　

員　

長

根

一

男

議　

員　

種

市

正

孝

議　

員　

松

橋

一

男

議　

員　

盛

田

嘉

彦

六戸町議会議員任期満了記念（町長・副町長・教育長・議会事務職員とともに）


